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お知らせコーナー 金田町でのビッグイベント 

K 
 I第27早福岡県少年の船l 

I  団員募集 

1． 目的 

福岡県の次代を担う少年が 

船上でのレクリェーショ ンや 

沖縄・与論・島での活動を共に 

して、お互いの友情を深めな 

がら団体生活の楽しさと社会 

参加の意義を学びます。 

2， 期日 

8月5日困～9 日回 

《4 泊5日》 

3． 研修地 

与論島・沖縄本島 

4， 研修内容 

与論の海、沖縄での史跡見 

学や自然観察及び船上での研 

修 

5． 使用船 

大島運輸 客船サンシャイ

ンふじ （7, 262 トン） 

募集要領 

一般団員の場合 

①募集人員及び料金 

区 分 募集人員 料 金 

小学生（4年j2よ上） 650名程度 60, 000円 

中 学 生 100名程度 64, 000円 

②募集期間 

平成4年4月1日～5 月31 

日まで 

③申込条件 

ア‘福岡県在住の少年 

（小学4年以上中学生ま 

での児童生徒） 

主催者の計画に従って 

規律ある行動及び団体 

生活が出来る心身とも 

に強健な人。 

7月5日又は7 月12日 

の親子説明会に出席で 

きる人。 

④申込方法 

申込書に返信用封筒（申 

込者の住所・氏名を記入 

72円切手を貼付したもの） 

を添えて福岡県青少年団体 

連絡協議会へ申し込んで下 

さい。 

イ． 

ウ． 

問い合わせ 

金田町教育委員会 

社会教育委員会 

容 22一2200 

戸醸瓢 
じ( 、ブ、 
「好きです’のまち、この緑」 

福岡県では国土緑化推進機 

構との共催で平成4年5月10 

日同朝倉郡夜須町の夜須高 

原で 「好きですこのまちこの 

緑」 を大会テーマとして第43 

回全国植樹祭が開催されます。 

全国植樹祭は 「国土緑化運 

動」 の中心的な行事で天皇皇 

后両陛下の御臨席のもと県内 

はもとより全国各地から1万 

人を超える林業関係者や緑化 

関係者等が集い記念植樹など 

を通して国民の森林や緑を愛 

する心を養うとともに国土の 

保全、森林資源、水資源の確 

保、環境緑化の推進等に重要 

な役割を果たしている 「緑の 

祭典」 です。 

近年、特に森林や緑への関 

心が高まる中で21世紀へ向け 

て快適で緑豊かな 「ふくおか」 

の実現を目指してこの全国植 

樹祭を契機として更に 「緑の 

輪」 が広がるようがんばりま 

しょう。 

Green Festival 

グリーンフェスティバル 

県民に、身近な緑とふれあ 

う場を提供し、緑と自然の大 

切さをPRするために次のよ 

うに開催いたします。 

日 時 

5 月24日 9 ~17時 

（雨天決行） 

場 所l 

福岡県緑化センター 

浮羽郡田主丸町益生田

内 容 ~ 

・無料バスで森林浴

・草花・緑化木の無償配布

・緑の教室

・ハングライダー試乗会

・特産品・植木の即売会

※参加無料

問い合わせ

（財）福岡県緑化センター

4
・ 
19 

菜
の
花
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
前
の
日
（
 18 

日
）
の
雨
の
た
め
、
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
 

. 

広報カナダ3 月号でみなさんに 
お知らせしました’92飯塚国際車イス 
テニス大会の開催が近づいてきまし 
た。大会は今月末27 '- 31日の5 日間 
にわたり、金田公園のテニスコート 

などで国際試合が行われ、初日27日 
のレセプショ ンには、上金田地区の 

獅子舞が披露されます。 
役場をはじめ各団体と歓迎のため 

の実行委員会を結成し、日夜その準 

備に追われています。 
昨年と同様に、金田とカナダ選手 

との国際交歓会も行います。 
みなさん、金田町が初めて経験す 

る国際大会です。ぜひ、ご観覧くだ 
さい。 

（昨年5月21日総合会館での 
カナダ選手との交歓会での 

ワンシーンです） 

'92 飯塚車き、すテニス大会の会場 

力ナダと金田の国際交流 
進みはじめました。 

ー～, 

み
ん
な
で
歓
迎
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・ 
21
 

ミー 

\\ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
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金
田
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催
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定
 

県
商
工
会
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人
部
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合
会
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」
雌
山
柵
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摂
W
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醜
”
い
戸
」
a
1
 

森鴎外文学碑建立 
ふるさと再発見のーつとして 

進められています「金田の文化 
の掘りおこし」事業の第一弾 
『森鵬外文学碑』が3月末、平 
成筑豊鉄道本社（金田駅）玄関 
横に建立されました。 

h
'
'
！
●
F
，
'
 

ミ 09437 (2) 1193 費
 
催
 

主
 
（財）福岡県緑化推進機構 

甘木地区緑化推進委員会 

1 

自動車税の納期限は 

6ノ月1 日です。 

C 
自動車税をはじめとする県 

税は、皆さんの暮らしを豊か 

にし、活力に満ちた住みよい 

福岡県を作るために使われて 

います。 

車をお持ちの皆さん、自動 

車税は、 6月1日囲までに、 

忘れずに納めましょう。 

なお、自動車税に関するお 

問い合わせは県税事務所へ 

福岡県田川総合庁舎内 

福岡県田川県税事務所 

容 (44) 8111 

（広報カナダ2 月号でみなさんに 
おねがいしました森鵬外著巨」、倉 
日記」の中で宿泊先 「青柳」 が 
まだわかりませんので教えてくだ 
さい。） 

更二言.~27 地域づくりシンポジウム 

詩tあいぶるさミと塾に 
ー 一’ 一～ 

話題集中 ノノこ~ 

初めて各行政区の代表の人 

を含めて約150 名の参加のも 
ま ち 

と、地域づく りシンポジウム 

が開催され、特に 「ふれあい 

ふるさと塾」、「町のシンボル 

マーク」 についての意見が集 
中し、ふるさと塾の運営に積 
極的に関わっていきたいなど、 
前向きな発言がたくさんあり 
ました。 

(3) 1992年（平成4年）5月号 1992年（平成4年）5月号（2) 



今月は何があるかな 
みなさんへ 

ふ
る
さ
と
力
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
藤
林
会
長
他
 30 

名
）
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
・
討
議
・
実
施
計
画
書
づ
く
り
 

日 曜日 時 間 場 所 催しもの・行事 問い合わせ先 こ よ み 

22 金
 こ 

23 土
 こ 土曜閉庁 総 務 課 神報(-24日）田I肺 

24 日
 こ 

25 月
 こ 

26 火
 二 

27 水
 

10:OO'-15:00 

8 :OO -18:00 

役場二階集会室 

町 民 会 館 

心配ごと相談 

'92飯塚国際車いすテニス大会（-31日） 

金田町社会福祉協議会 

社会教育課 

鋼町脇断総日 

28 木
 二 

29 金
 二 

碇りの日 

30 土
 二 

4月分水道料金納付期限日 

固定資産税第一期納期 

水道課徴収係 

税務課賦課係 

刻酎臓訟観細 

消費の日環賎衝動叩 

31 日
 

9 :00'-12:00 

8 :30'-14:00 
下

園

 

橋

公

 

見

田

 

人

金

 

遠賀川水系水防演習 

インデイアカ大会（婦人） 

総務課庶務係 

社会教育課 

世牒煙デー 

禁髄間 

1992 年（平成‘ I年） 6 月 （水無月〔みなづき〕June) 

1 

月
 二

 

広報『カナダ』 6月号発行 企画開 発課 隷記細 
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広報『カナダ』 7月号原稿／切 

日本脳炎予防接種 

企画開発課 

福祉課環境衛生係 

10 水 こ
 

時の総日 

11 

木 

二
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年
金
手
帳
は
大
切
に
ク
】
 

年
金
手
帳
を
大
切
に
し
ま
し
 

ょ
う
。
年
金
手
帳
は
国
民
年
金
 

や
厚
生
年
金
保
険
に
初
め
て
加
 

入
し
た
と
き
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

年
金
手
帳
に
は
、
記
号
番
号
・
 

加
入
し
た
年
月
日
・
氏
名
・
生
 

年
月
日
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
 

す
が
、
こ
の
記
号
番
号
は
、
 
一 

生
を
通
じ
て
変
わ
る
こ
と
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
金
手
帳
 

は
、
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
保
 

険
に
共
通
し
て
使
わ
れ
る
も
の
 

で
、
両
制
度
の
加
入
や
脱
退
の
 

記
録
が
全
部
わ
か
る
と
共
に
、
 

加
入
も
れ
な
ど
を
防
止
し
て
、
 

年
金
を
受
け
る
権
利
を
よ
り
確
 

実
な
も
の
に
し
ま
す
。
年
金
手
 

帳
は
、
い
ろ
い
ろ
な
届
出
や
手
 

続
き
を
す
る
と
き
ば
か
り
で
は
 

な
く
、
年
金
を
請
求
す
る
と
き
 

に
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
の
 

で
、
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
 

も
し
、
手
帳
を
紛
失
し
た
り
、
 

2
冊
以
上
持
っ
て
い
る
場
合
な
 

ど
に
は
、
住
民
課
国
保
年
金
係
 

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

「玉il】にしよう 

I

にう一一 
しへ』l 」 

困Z」臣にー二N」 

鵬 
「二n可蚕瓦三iI可＝二ヌー 

驚ン 

20 
歳
以
上
の
短
大
・
大
学
や
 

専
門
学
校
等
の
学
生
さ
ん
は
、
 

昨
年
4

月
か
ら
国
民
年
金
に
加
 

入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
 

月
額
九
七
〇
〇
円
 

の
保
険
料
の
納
入
 

が
必
要
と
な
り
ま
 

し
た
。
 

し
か
し
、
 

一
般
的
 

に
学
生
自
身
に
は
 

収
入
が
な
い
た
め
、
 

学
生
を
抱
え
る
親
 

元
世
帯
の
方
に
保
 

険
料
の
負
担
を
求
 

め
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
ご
両
親
を
 

は
じ
め
世
帯
の
方
 

に
と
っ
て
は
、
ご
 

子
息
の
学
費
や
生
 

活
費
の
う
え
に
保
 

険
料
の
負
担
ま
で
 

と
思
わ
れ
る
か
も
 

し
れ
ま
せ
ん
が
、
 

こ
れ
も
最
近
、
多
 

発
す
る
若
者
の
交
 

通
事
故
や
ス
ポ
ー
 

ッ
事
故
に
よ
る
万
 

一
の
障
害
に
備
え
 

る
だ
け
で
な
く
、
 

、
 

、 

？

ソ

 

の
方
に
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
 

い
よ
う
に
、
 

一
般
の
国
民
年
金
 

加
入
者
の
保
険
料
免
除
制
度
と
 

は
別
に
、
免
除
基
準
が
設
け
て
 

20才以上の学生さん 

国民年金の加入届が必要です 

』』』ー 

社
会
人
と
な
る
ま
で
の
こ
の
期
 

間
が
将
来
の
年
金
の
基
礎
づ
く
 

り
に
大
切
な
時
期
で
も
あ
る
か
 

ら
で
す
。
 

た
だ
し
学
生
を
抱
え
る
世
帯
 

一保険料の納付が困難なときは申請免除も― 

あ
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
 
サーフ 

リ
ー
マ
ン
世
帯
で
、
 

次
の
事
例
の
場
合
、
 

免
除
が
認
め
ら
れ
 

ま
す
。
 

「
事
例
」
 

な
お
、
免
除
を
 

受
け
た
期
間
は
、
 

年
金
の
資
格
期
間
 

と
は
な
り
ま
す
が
、
 

老
齢
基
礎
年
金
を
 

計
算
す
る
と
き
に
 

3
分
の
1

減
額
さ
 

れ
ま
す
の
で
、
余
 

裕
が
で
き
た
と
き
 

に
は
追
納
す
る
よ
 

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

免
除
申
請
は
一
年
 

一
年
申
請
し
な
け
 

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
 

さ
つ
き
展
示
会
 

盆
栽
仕
立
、
ま
た
花
の
芸
で
は
、
 

最
高
と
い
わ
れ
る
さ
つ
き
。
美
し
か
 

サラリーマン 第1子：大学生、 
専業主婦 第2子：高校生ノ 〔委 

〔事例〕サラリーマン4人世帯の年収 

6月その他の町内の主な行事予定 

21 日
 

: 町民会館他 県婦人ミニバレーボール大会 産業労働課 

: 

: 

※ 月間・旬間・週間はそれぞれ1ケ月・10日間・1週間をとうして実施されます。 

二事縄讐誉 親 と 同 居 親 と 別 居 

国 公 立 約6叩万円以下 約660万円以下 

私 立 約680万円以下 約740万円以下 

け
ん
、
ち
ょ
っ
と
見
に
来
て
み
ん
し
 

ゃ
い
ク
。
金
田
町
の
会
員
も
出
品
し
 

ま
す
。
 

場
所
 

ア
ク
シ
ス
（
寿
屋
伊
田
店
）
 

日
時
 

6
月
6
、
7

日
（
土
、
日
）
 

午
前
 10
 

、
午
後
6
時
 

主
催
 

さ
つ
き
親
友
会
。
 

な
お
、
即
売
コ
ー
ナ
も
あ
り
ま
す
。
 

1992年（平成4年）5月号（5) 1992年（平成4年）5月号（4) 



今月は何があるかな 
みなさんへ 
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L
日
 

時
 

6
月
 14 

日
目
 

1
3

級
1
9

時
、
 

2
4

級
ー
 13 

時
、
 

2
場
 

所
 

福
智
高
等
学
校
 

＆
受
験
料
 

3 2 1 
級級級 

4
級
 

3
5
0
0

円
 

2
0
0
0

円
 

1
5
0
0

円
 

1
1
0
0

円
 

4
期
 

間
 

5
月
 13 

日
水
ま
で
 

5
問
い
合
わ
せ
 

田
川
商
工
会
議
所
 

費
関
3
1
5
0
 

マ
ル
サ
を
め
ざ
せ
 

国
税
専
門
ノ
目
募
集
 

I

/
 

L
受
験
資
格
 

昭
和
 40 

年
4

月
2

日
、
 

46 

年
4

月
1

日
に
 

生
ま
れ
た
人
 

ざわや登湊云に 
亘t)村 呆 7云 

2
受
付
期
間
 

5
月
1

、
 18 

日
 

＆
試
 
験
 
日
 

6
月
 20 

・ 
21 

日
 

4
試
験
会
場
 
福
岡
大
学
 

高
宮
校
舎
 

5
問
い
合
わ
せ
は
 

福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
 

費

0

9

2

 
(
4
1
1
) 

田

川

税

務

署

 

0
O
Q
u
'1 

醐
0
4
3
0
 

ノ
 危

険
物
取
扱
者
の
 

試
験
と
 

準
備
講
習
会
 

ノノ‘ 

試 

験
 

2. 1. 
種期 

類 日 

6 
種月 
第14 
1.日 
2.（日） 
3. 
4. 

3. 
会 

乙
 

丙
種
 

場
 

（
飯
塚
地
区
は
）
 

近
畿
大
学
 

九
州
工
学
部
 

準
備
講
習
会
 

上
日
 

時
 

6
月
7

日
日
 

春
の
行
政
相
談
週
間
に
 

よ
せ
て
 

9
、
 17 

時
 

2
場
 

所
 

田
川
地
区
 

消
防
本
部
講
堂
 

受 

付 

（
試
験
お
よ
び
講
習
会
）
 

工
期
 

間
 

5
月
1

日
金
 

、
 

（
た
だ
し
、
日
曜
・
 
祭12 
日 日 
は（火） 

除
き
ま
す
）
 

L
場
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田
川
地
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消
防
本
部
 

問
い
合
わ
せ
は
 

〒
8
2
6
 

田
川
市
大
字
川
宮
 

刻／ 

へ
ん
か
 

L
 し 

紺
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1
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ワ
1
0
 

田
川
地
区
 

消
防
本
部
 

予
防
課
危
険
物
係
 

費
関
0
6
5
0
 

配
ご
と
は
早
 

行
政
相
談
委
員
の
行
う
助
言
 

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
 

申
出
の
内
容
を
整
理
し
て
、
そ
 

の
内
容
が
委
員
の
取
り
扱
う
業
 

務
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
 

り
ま
し
た
ら
、
相
談
者
に
対
す
 

る
助
言
と
か
、
関
係
行
政
機
関
 

等
や
管
区
局
又
は
行
政
監
察
事
 

務
所
に
対
す
る
通
知
を
行
う
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
助
言
は
、
通
 

知
と
と
も
に
行
う
こ
と
も
あ
り
 

ま
す
し
、
助
言
だ
け
で
よ
い
場
 

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
申
出
 

内
容
に
よ
っ
て
は
助
言
せ
ず
に
 

通
知
だ
け
を
行
う
場
合
も
あ
り
 

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
助
 

言
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
相
談
者
 

の
苦
情
が
解
決
す
る
も
の
と
認
 

め
ら
れ
た
場
合
に
許
可
し
て
い
 

る
関
係
行
政
機
関
に
連
絡
し
、
 

給
料
等
を
支
払
っ
て
く
れ
な
い
 

と
い
う
苦
情
で
あ
れ
ば
、
工
場
 

事
業
所
を
監
督
し
て
い
る
労
働
 

基
準
監
督
署
を
、
ま
た
県
道
の
 

工
事
に
関
す
る
苦
情
で
あ
れ
ば
 

福
岡
県
田
川
土
木
事
務
所
、
河
 

川
の
場
合
は
建
設
省
遠
賀
川
工
 

事
事
務
所
な
ど
を
教
え
ま
す
。
 

一 
関
係
行
政
機
関
等
 

例
え
ば
、
た
ば
こ
小
売
店
の
許
 

可
申
請
手
続
で
あ
る
と
か
、
恩
 

給
（
年
金
）
の
請
求
手
続
な
ど
 

j

)
 

母 

に
相
談
を
ク
 

教
え
る
こ
と
で
す
が
、
細
か
い
手
 

続
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
 

相
談
に
対
し
て
は
、
結
局
そ
の
 

申
請
を
受
け
付
け
る
役
所
の
窓
 

口
を
教
え
る
と
か
、
管
区
局
又
 

は
行
政
監
察
事
務
所
に
相
談
し
 

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
 

相
談
者
は
往
々
に
し
て
感
情
的
 

に
な
る
事
が
あ
り
、
自
分
の
知
 

識
経
験
を
基
に
し
て
物
事
を
判
 

断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
 

あ
る
相
談
者
が
法
令
や
事
実
を
 

よ
く
知
ら
な
い
た
め
に
考
え
違
 

い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
 

ら
を
誤
解
し
苦
情
と
な
る
こ
と
 

も
あ
り
、
法
律
に
定
め
た
基
準
 

を
知
ら
な
い
た
め
に
老
齢
基
礎
 

年
金
が
も
ら
え
る
と
思
っ
て
請
 

求
し
た
が
も
ら
え
な
か
っ
た
と
 

い
う
苦
情
は
、
法
令
を
よ
く
知
 

ら
な
い
た
め
に
起
き
た
苦
情
で
 

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
 

た
め
、
心
配
ご
と
は
早
め
に
相
 

談
に
来
て
下
さ
い
。
 

相
談
日
は
毎
月
第
四
水
曜
日
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
相
談
委
員
は
 

皆
様
方
の
悩
み
が
一
日
で
も
早
 

く
な
く
な
る
よ
う
に
考
え
て
い
 

ま
す
。
相
談
内
容
は
⑨
と
し
て
 

他
に
は
も
ら
し
ま
せ
ん
。
 

0 

（
本
文
は
植
高
薫
さ
ん
の
寄
稿
）
 

1992年（平成4年） 5 月 （皐月〔さっき〕May) （見ゃすいところに貼ってお使い下さい） 

日 曜日 時 間 場 所 催しもの・行事 問い合わせ先 こ よ み 

1
 

金
 こ 広報『カナダ』 5月号発行 企画 開 発課 メーデー離崩肝厳 

神報(~ 2日）大任町 

2
 

土
 二 

南木菅原神社 菅原神社神幸祭（~3日） 産業労働課 緑茶の日 

nJ 日
 二 

憲法記念日 神報（~ 5日沫村 

神報,麟(~4日）』崎町 

4
ュ 

月
 二 

神報(- 5日）旗町伊方 

【
h
J
 火

 こ こどもの日 群の駒 

児童福欄間 立夏 

6
 

水
 こ 和全殿鮫湖間 

7
 

木
 二 

（ど 金
 0

 
【hJ 

っ
J
 

、
 

一
 0

 
0
 

0
 

捻田・楠ン規・鵬 

広報『カナダ』 6月号原稿/切 

犬の登録及び狂犬病予防注射 

企画開発課 

福祉課環境衛生係 

堺計字デー 

。
J
 

土
 こ 土曜閉庁 総 務 課 姻祭( 10H)糸町 

神報(~ 5日）旗印添町 

10 日
 こ 福岡県夜須町 全国植樹祭 産 業 労 働 課 母の日和行醐談崩 

鶏崩穫艦 

11 月
 

13:30~ : 議会議事堂 金田町農業委員会 産 業 労 働 課 

12 火
 こ 穫叩 

13 水
 

0
 

n'u 
4
ュ 

、
 

一
 

0
 

〔
イ
U
 

っJ 総 合 会 館 3才児一斉検診 福祉課環境衛生係 艦薄貴轄展（国訟嬉館 

14 木
 

10:00'-'12:00 
13:30 -14:30 

館

館

 

会

会

 

A
口
 
民
 

総

町

 

下田川地区老人大学開講式 

ポリオ投与 

社 会 教 育 課 

福祉課環境衛生係 

15 金
 

0
 

0
 

d
ュ 

、
 

一
 

0
 

0
 

0
 

赤池町民会館 身障者巡回相談 福祉課福祉係 耕姉(緑松園 

総治水崩 

16 土
 こ 広報『カナダ』春号発行 企 画 開発課 臓猪報( 17日）田』浦 

17 日
 

8 :30 -'15:00 金 田 公 園 町民体育祭 社会教育課 

18 日” 二 
国薦意デー 

19 火
 

0
 

3
 

4
ュ 

、
 

一
 

0
 

（
く
U
 

n
くu 町 民 会 館 日本脳炎予防接種 福祉課環境衛生係 

20 水
 こ 

21 木
 こ 家酷働旬間 

」噛 

ふ
る
さ
と
力
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
藤
林
会
長
他
 30 

名
）
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
・
討
議
・
実
施
計
画
書
づ
く
り
 

5月その他の町内の主な行事予定 

1 金 】 さわ仲徹サービス縫胴哨緒朋・不駄劇唯誠翻 
~ 

~ 

※ ご注意下さい。網かけの日は、すべて役場が休みの日です。 
1992年（平成4年）5月号（7) 

1992年（平成4年）5月号（6) 



社会福祉協議会だより お知らせコーナー 

ださい。 

なお、支給金額は、一時 

恩給はおおむね15, 150円～ 

20, 000 円 程度、一時金は 

15, 000 円、それぞれ一度限 

りの支給です。 

問い合わせは 

福岡県民生部援護課 

丑 092 (651) 1111 

役場福祉課 

費 (22)0555 

文化ホール 

※ 印鑑と戦傷病者手帳は 

必ず持参して下さい。 

海技免状 

「更新」と「引換え」 

新築県営住宅 

入居者募集．ノ 

毎週土曜日は 

休みです 

(5 月2 日から 

国の行政機関のみ） 

●今月（5月）から、原則 

として、国の行政機関は毎 

週土曜が休みになります。 

●税務署も、この政府の方 

針に従い、休ませていただ 

きますのでご協力をお願い 

します。 

申告書等の提出は？

・税務署には、時間外文書 

収受ポストを設置しており 

ますので休みの日の申告書 

等の提出にご利用ください。 

・申告書の提出は、郵送で 

も差し支えありません。 

・申告書等の提出期限や納 

税期限が土曜日に当たる場 

合には、翌週の月曜日（休 

日の場合はその翌日）がそ 

れらの期限になります。 

1． 海技免状の有効期間は 

5 年です。有効期間満了 

日以前1年の間に更新を 

受けないと免状は失効し 

ます。 

2． 免状が失効した人は、 

失効再交付講習を受講し 

て再交付申請を行って下 

さい。 

3． 昭和55年4月1日から 

昭和58年4月29日の間に 

取得した旧様式の四級小 

型船舶操縦士免状は、平 

成5年3月31日までの期 

間に新様式の免状に引換 

えて下さい。 

4． 問い合わせは 

九州運輸局船員部 

船舶職員課 

費 093(332) 8094 

方城町に県営住宅が建築 

され入居者の募集を行う事 

になりましたので、入居希 

望の方は申込をして下さい。 

受付期間 5月6 日～12日 

名 称 方城団地 

募集戸数 20戸（第二種住宅） 

申込方法 

役場住民課住宅係に申込 

用紙がありますので希望さ 

れる方はおいで下さい。 

身体障害者（児） 

巡回相談 
) 

△
金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
▽
 

他
の
町
村
と
同
様
に
高
齢
化
 

社
会
に
進
ん
で
い
る
こ
の
金
田
 

町
で
建
設
が
急
が
れ
て
い
ま
し
 

た
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
工
事
が
急
 

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

（
写
真
）
そ
し
て
、
4

月
1

日
 

付
で
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
 

局
の
充
実
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。
 

お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
出
下
さ
い
。
 

o
事
務
局
長
 
大
井
 
半
 

o
福
祉
活
動
専
門
員
 

急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
ん
で
い
 

る
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

△
金
田
陸
橋
よ
り
写
す
V
 

植
高
節
生
 

o 
ホ

ー

ム

 ヘ
 
ル
パ
 
ー
 

大
井
ら
ん
子
 

原
口
邦
子
 

ホ
ー
ム
 
ヘ 
ル
パ
ー
の
仕
事
に
 

従
事
し
て
二
年
目
に
成
り
新
た
 

な
気
持
ち
で
上
司
の
指
導
を
受
 

け
な
が
ら
訪
問
活
動
を
し
て
い
 

ま
す
。
 

ヘ
ル
パ
ー
は
、
ど
ん
な
 

仕
事
か
は
、
大
体
聞
い
て
い
ま
 

し
た
が
、
実
際
に
自
分
が
体
験
 

し
て
思
っ
た
以
上
に
大
変
な
仕
 

事
で
す
。
で
も
最
近
は
、
お
じ
 

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
 

私
の
来
る
の
を
待
っ
て
く
れ
る
 

様
に
な
り
、
仕
事
の
方
も
楽
し
 

く
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
 

（
大
井
ら
ん
子
さ
ん
よ
り
の
投
 

稿
で
す
。
）
 

次
の
方
々
よ
り
、
社
会
福
祉
 

協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
 

旧軍人一時恩給・ 

ー時金、未請求は 

⑨公共職業安定所などの国 

の行政機関は5月2 日か 

ら完全週休2 日制となり 

ノ、ローワーク田川（田川 

公共職業安定所）の開庁 

時間は月～金曜日（祝祭 

日除きます）の午前8 時 

30分～午後5 時までとな 

ります。 

⑨土曜・日曜に求人情報を 

ご利用の場合は、 

テレホンサービス 

丑 (44) 3 6 6 6 

(44) 3 6 6 7 へ 

傷病恩給等を除く旧軍人 

恩給制度は戦後一時廃止と 

なりましたが、昭和28年に 

復活し、その後対象者の拡 

大が図られ、現在では実役 

（戦地等の加算年は含みま 

せん）が3年以上あった方 

には、在職期間が普通恩給 

（年金として給付される恩 

給）に到達しなくても、一 

時恩給、一時金という制度 

の給付対象となります。 

これらの給付制度につい 

ては、対象者の請求に基づ 

いて行うこととなっていま 

すので、請求を希望される 

場合は、役場福祉課から履 

歴申立書を受け取り、終戦 

当時に本籍地があった都道 

府県庁あて直接送付してく 

1.日 時 5 月15日岡 

10-15時 

（受付は14時30分まで） 

2．会 場 赤池町民会館 

r1 (28) 4100 

※注意事項 

〇当日は、印鑑・身体障 

害者手帳を必ず持参し 

て下さい。 

〇身体障害者手帳交付、 

再交付申請者は、当日 

写真または写真代を実 

費でご用意下さい。 

〇補装具の再交付または 

修理申請者は、前回交 

付を受けた補装具を必 

ず用意して下さい。 

〇内部障害者については、 

対象者から除かれてい 

ます。 

問い合わせは 

金田町役場 

福祉課福祉係 

r (22) 0555 

中
央
公
民
館
 

短
歌
教
室
 

か
す
 

吾
が
生
き
し
歴
史
の
津
と
燃
す
 

炎
赤
く
小
さ
く
な
り
て
消
え
ゆ
く
 

阿
部
 

重
宏
 

信
楽
の
壷
に
蝋
梅
の
花
匂
ふ
夜
 

今
後
の
社
会
福
祉
事
業
に
有
 

意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
 

ま
す
。
 

社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 

藤
川
 

義
臣
 

（
寄
付
金
と
し
て
）
 

神
崎
若
草
 
上
尾
ッ
ル
ヲ
様
 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

‘
故
 

金
子
美
智
子
様
 

本
 

町
 

金
子
 

長
雄
様
 

o
故
 

宮
崎
ョ
リ
子
様
 

飯
土
井
 
宮
崎
ひ
ろ
み
様
 

o
故
 

堀
田
ソ
ゼ
ノ
様
 

上
金
田
 

松
本
 

長
年
様
 

o
故
 

森
 

隣
枝
様
 

神
 

崎
 

森
 

重
孝
様
 

o
故
 

久
保
 

千
鳥
様
 

本
 

町
 

久
保
 

俊
雄
様
 

o
故
 

大
堀
サ
ワ
ェ
様
 

西
金
田
 

大
堀
 

英
明
様
 

o
故
 

志
手
 

三
郎
様
 

人
 

見
 

志
手
マ
サ
ェ
様
 

かきつばた 

更
け
て
部
屋
に
一
人
帰
れ
ば
 

三
村
 

和
子
 

出
で
征
き
し
兄
は
か
へ
ら
ず
別
 

れ
た
る
小
郡
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
 

ー
ム
に
 

佐
竹
喜
久
雄
 

子
や
孫
の
か
え
り
て
ゆ
き
し
家
 

の
中
に
茶
を
飲
み
て
を
り
一
人
 

ゆ
っ
く
り
 

小
野
と
め
子
 

湧
き
あ
が
る
ア
ジ
ア
の
歌
声
そ
 

の
極
み
鶴
舞
ふ
ご
と
し
指
揮
者
 

の
棒
が
 

は
だ
・
佃
野
富
司
生
 

木
も
れ
陽
の
斑
に
ゆ
る
る
朝
庭
 

を
眺
め
て
カ
た
り
み
ど
り
児
抱
 

き
 

山
口
 

倭
子
 

見
知
ら
ぬ
児
に
い
き
な
り
 
「じ 

い
ち
や
ん
」
と
抱
き
つ
か
れ
保
 

育
園
の
中
を
負
ひ
て
廻
り
ぬ
 

藤
林
 
俊
信
 

き
ぜ
わ
し
い
孫
の
眠
れ
ば
留
守
 

番
の
時
も
て
余
し
部
屋
に
こ
も
 

り
ぬ
 

千
手
佐
起
子
 

刻
す
ぎ
て
若
き
日
の
猛
想
ひ
だ
 

し
あ
の
日
あ
の
場
所
語
り
あ
ひ
 

た
り
 

福
田
 

昌
 

陽
を
浴
び
て
銀
色
に
輝
く
鳥
の
 

群
何
処
か
の
空
へ
消
え
去
り
て
 

ゆ
く
 

井
手
元
智
恵
子
 

亡
き
姉
が
秋
く
る
た
び
に
鳩
き
 

く
れ
し
味
噌
の
最
後
の
味
ぞ
こ
 

戦傷病者巡回相談 

1．日 時 6月5 日岡 

10-15時 

（受付は14時30分まで） 

2．会 場 田川市青少年 

の
味
 

久
保
 

の
ぶ
 

女
剣
士
の
か
ん
だ
か
き
声
場
内
 

に
響
き
て
大
会
盛
り
上
り
来
る
 

白
石
 
幸
造
 

額
縁
に
お
さ
め
て
み
た
き
今
朝
 

の
山
福
智
連
峯
の
白
き
か
が
や
 

き
 

加
来
ス
マ
子
 

野
に
山
に
花
は
咲
け
ど
も
わ
が
 

好
む
花
あ
ら
む
か
と
眼
を
こ
ら
 

す
 

渡
辺
 

勝
由
 

は
だ
か
木
を
か
す
め
て
雲
の
な
 

が
れ
行
く
彼
方
の
山
は
か
げ
と
 

た
は
む
る
 

市
丸
須
磨
子
 

け
む
り
吹
く
山
を
見
つ
め
て
昼
 

も
夜
も
警
戒
続
く
る
人
々
を
想
 

ふ
 

久
本
 
常
子
 

麻
庫
の
手
を
た
た
き
て
悔
む
友
 

を
乗
せ
車
椅
子
お
し
リ
ハ
ビ
リ
 

に
向
ふ
 

加
治
 
智
子
 

落
城
の
悲
話
は
語
ら
ず
香
春
岳
 

時
の
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赤 池 

☆ 町民体育祭 ☆ 

と き 5月17日（日） 

8 時30分～ 

ところ 町民グランド 

☆ 赤池町ふれあい 

コンサート☆ 

と き 5月23日田 

19時～ 

ところ 赤池町同和対策 

中央研修会 

。町内の歌・踊りなどの 

芸能発表です。 

) 

I二）鳶ミ 
ylI（ど冬ア 

、I憲，づ】】湯】‘ 武I総 

J 

カ ナ ダ 

糸 

☆公民館対抗 

ソフトボール大会☆ 

と き 5月17日（日） 

ところ 町民グランド 

☆ 郡民体育大会 

女子ソフト ☆ 

と き 5月24日（日） 

ところ 町民グランド 

☆男女混合バレーボール 

大会☆ 

と き 5月31日（日） 

ところ 町民体育館 

パノラマたがわ 

方 城 町 

☆ 定禅寺のふじ ☆ 

みごろ 5月初旬 

。福岡県天然記念物 

問い合わせ 定禅寺 

冒 (22) 0 6 3 7 

ところ 大字弁城 迫 

I子供を誘かいの 
~ 魔の手から守るために 

知らない人には 
【 ついて行きません 

V7 NJr 1zi t    I 

(3月31日現在） 

人 口 

男 4 ,367 人（4,488) 

女 4 ,6 6 0 人（4,716) 

計 9 ,0 2 7 人（9,204) 

世帯数 

2 ,981 世帯（2,989) 

( )内は、昨年同時期のデー 

ノ ターです。 

⑥第23回村民体育大会⑥ 

と き 5月24日（団 

ところ 赤村住民センター 

コミュニティ 

広場 

緑茶の日 

(5 月2日） 

1 期 崎 ：I 1 

※町民インディアカ大会※ 

と き 5 月10日（日） 

ところ B&G海洋センター 

※ 町民野球大会 ※ 

と き 5月10・17・24日 

ところ 川崎東小学校 

グランド 

※町民壮年ソフトボール 

大会※ 

と き 5 月24・31日（日） 

ところ 運動公園 

（海洋センター隣） 

大 任 

⑥町民ソフトボール大会⑨ 

とき 5月10日（日） 

午前8 :30"-' 

ところ 町民球場 

⑥ 町民体育大会 ⑥ 

と き 5月17日（日） 

午前9 :30 '-

ところ 大任中学校 

グランド 

⑨ 町民軟式野球大会 ⑥ 

と き 5月下旬 

ところ 町民球場 

。ナイターです。 

圏 』『I 市 

※田川市美術館選定 

第1回英展※ 

きかん 5月12日～24日 

。今回は洋画部門のみで 

福岡県・大分県の美術協 

会会員から公募した作品 

を約100点。 

。大賞には（1点）100万円 

※ 田川美術協会会員展※ 

きかん 5月26日～31日 

。洋画・日本画・工芸・ 

書・写真など約150点 

（場所はともに田川市美術館） 

添 

⑨ 小川幸一版画展 ⑥ 

と き 5月31日まで 

（祭日の翌日、月曜は 

休館日） 

ところ 岩戸城 
アートホーノレ 

（添田公園内） 
⑨ 英彦山山開き ⑨ 

と き 6月6・7日 

o7 日午前11時より英彦 

山山頂で記念タオル配布 

じかん 午前10:00 -' 18:00 

1992年（平成4年）5月号q0 


